
１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

２５年度 3,314 9,056 6,154 6,940 10,164 5,888 8,012 9,500 1,500 1,817 2,274 1,859 66,478

２６年度 3,011 7,818 4,750 5,861 7,504 6,165 8,125 8,456 1,550 1,815 2,124 1,939 59,118

増　減 △ 303 △ 1,238 △ 1,404 △ 1,079 △ 2,660 277 113 △ 1,044 50 △ 2 △ 150 80 △ 7,360

指定管理業務点検・評価シート

平成27年11月11日

施　設　名 鳥取県立大山自然歴史館 所在地 西伯郡大山町大山４３

施設所管課名 西部総合事務所生活環境局生活安全課 連絡先 ０８５９－３１－９３２０

指定管理者名 一般社団法人大山観光局 指定期間 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日

設置目的
大山を中心とする地域における豊かな自然、歴史及び文化に関する資料を展示してその魅力を鳥取県の内外
に発信するとともに、自然を大切にする心をはぐくむことを目的とする。

設置年月日 平成１７年７月

施設内容
○常設展示会場
○企画展示室
○季節及び最新状況展示（新緑、花、効用、登山情報等）

利用料金 無料

開館時間 午前９時～午後５時、午前９時～午後６時３０分（７月２１日～８月２０日）

休館日 １２月２９日～１月３日（その他臨時休館日あり）

委託業務の内容

○施設設備の維持管理に関する業務
○利用の制限に関する業務
○利用促進に関する業務
○管理運営に必要な業務

管理体制

　　正職員（常勤職員）：　４人、非常勤職員：　　１人、臨時職員：　　０人　〔計　　　５人〕

　【体制図等】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化部門として館長、マネージャー、学芸員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２名を常勤雇用。（正職員４名）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経理担当として非常勤職員を雇用。（１名）

利用者数 (人)



５ 収支の状況

６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

区　　　　　分 ２６年度 ２５年度 増　　減

収入

事業収入

受託事業収入 31,638,857 30,760,000 878,857

小　計

小　計 31,638,857 30,760,000 878,857

22,084 878,857

19,875 22,084 △ 2,209

計 31,658,732 30,782,084 876,648

事業外収入

雑収入 19,875

支出

管理運営
事業費

人件費 16,319,465 17,722,566 △ 1,403,101

施設管理費 9,192,433 7,005,146 2,187,287

事業費 2,829,758 3,420,324 △ 590,566

計 28,341,656 28,148,036 193,620

特別
損益

特別収益

法人税、住民税及び事業税 165,430 312,400 △ 146,970

収 　支 　差 　額 3,317,076 2,634,048

確認項目
状況

備考
正職員 非常勤職員 臨時職員

雇用契約
・

労使協定

労働条件の書面による提示 ※書面の名称を記入

就業規則の作成状況
※常時１０人以上の労働者
を起床する場合は作成、届
出が必要

労使協定の締結状況 ※労働基準監督署長への
届出が必要な協定の有無

労働時間

所定労働時間 ※幅がある場合は上限、下
限を記入

時間管理の手法
※タイムカード、ICカード、自
己申告、使用者の現認など
の別を記入

休暇、休日の状況 ※幅がある場合は上限、下
限を記入

給与

給与金額 ※平均月額を記入

最低賃金との比較 ※適否を記入

支払い遅延等の有無 ※有無を記入

安全衛生

一般健康診断の実施

産業医の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※規模の要件あり

安全管理者の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※業種・規模の要件あり

衛生管理者の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※規模の要件あり

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※業種・規模の要件あり

種別 業種 規模（常時使用する労働者数）
産業医 全ての業種 50人以上

安全管理者

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品卸
売業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家具・建
具・じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、自動車整
備業及び機械修理業

50人以上

衛生管理者 全ての業種

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）
501人～1,000人（３人選任）
1,001人～2,000人（４人選任）
2,001人～3,000人（５人選任）
3,001人以上（６人選任）

安全衛生推進者 安全管理者と同じ 10人以上50人未満
衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種 10人以上50人未満



７ サービスの向上に向けた取組み

８ 利用者意見への対応

９ 指定管理者による自己点検

区　分 取　　組　　み　　内　　容

開館日 年末年始（12/29～1/3）及び臨時休館日（ワックス清掃２日間）以外は開館。

利用料金 入館料無料。イベント参加費を無料で運営（食事付きイベントの食事代は実費負担）

イベント関係

展示、観察会等の充実
１　企画展（夏、秋の2回）
　　◎夏の企画展「三徳山の魅力」　　◎秋の企画展「大山の高山植物」
2　一般展示（8回）
3　出前講座（6回）
　　大山についてより理解を深める「大山あれこれ勉強会」、館職員が直接施設へ出向き、大山の自然や歴史などの
講演等を行う「移動大山自然歴史館」
4　ワークショップ（3回）
　　夏休みの子供たちを対象にした作品づくり企画など。
5　芸術文化講座（5回）
　　写真教室、歴史講座、民話を楽しむ講座等。
6　野外観察会等の事業（28回）
　　春・夏・秋の毎週日曜日に行った大山自然観察会、大山道再発見事業としての自然観察会(夏・秋)、野鳥や昆虫な
どの専門分野別観察会など。

利用者意見
の把握方法

・窓口での直接対応
・事業開催後のアンケート
・ホームページからの意見、問い合わせ受付

利用者からの苦情・要望 対　応　状　況

・多くのイベントについて継続希望の意見が寄
せられた。
・（観察会時）集まって話が聞けるようにして欲
しいとの。

＊苦情はなし。

・昨年度、開催時期について要望のあった事業（写真教室）に関しては、要望に応え、春
に開催した。
・参加者の要望や感想に配慮しつつ、年間の事業のバランスや総数を考え、事業を企画
運営した。
・指導員会議や観察会の打ち合わせ等で、話の仕方や話をする場所の確認をしたり、観
察会時にスタッフが声かけをしたり、参加者が聞きやすい状況を作るよう心がけた。

　利用者からの積極的な評価

・幅広い分野の話が聞けてよかった。多くの先生で充実した内容である。
・専門分野の先生がおられ、疑問に思ったことがすぐに聞ける状況は、とてもありがたい。
・館内の展示がきれいで分かりやすい。
・マップ等がとても分かりやすい。
・何回参加しても学びがある。久しぶりに仲間と話ができてよかった。
・資料が準備してありよかった。
・指導員の先生は知識が豊富で自然に親しんでおられると思った。自分ももっと自然にふれあう機会を増やしたい。
・施設がきれいである。
・これからも続けてほしい。

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

・地域や関係団体との連携の充実
・主催事業における安全管理のための指導員研修
・新たな一般展示内容の開拓
・大山に関わる調査活動
・施設の保全、環境整備
・チラシ等による広報活動の充実

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

〔現在、苦慮している事項〕
１　施設管理
・冬季の厳しい環境による施設の破損や安全性の低下への対応
・施設設備の経年劣化に関わる保守管理
２　事業等
・事業参加者の安全管理

〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕
１　施設管理
・鳥取県と連携を取りながら、上記の課題を解消していくこと
２　事業等
・参加者の安全を最優先した事業運営



10 施設所管課による業務点検

項　　　　　　　目 評　価 点　　　検　　　結　　　果

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

3

○エレベーター、自家用電気工作物、消防設備は業者による定期
点検を実施。
○展示設備は毎日３回、職員が点検。
○保安警備は専門業者へ委託し、対応。
○清掃は専門業者へ委託、日常清掃は年間１２０日、特別清掃
（ワックス、高所清掃）は年２回実施。
○危機管理マニュアルを作成、また、ＡＥＤ救急研修、消防訓練な
どを実施し、迅速な対応に努めている。

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　○事故の防止措置、緊急時の対応

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

3

○事業によっては昼食代を徴収しているが、基本的には無料で事
業を実施。
○苦情等のトラブルの未然防止と迷惑行為について対応マニュア
ルを作成し、適正な対応に努めている。

　○利用の許可

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

3
○適切に管理されている。

○付属設備・備品の貸し出しは行っていない。

　○利用受付・案内

　○附属設備・備品の貸出し

　○利用指導・操作

〔利用者サービス〕

3

○休館日は年末年始及びワックス清掃２日間の臨時休館日のみ
とし、それ以外は開館している。また、夏休みの時期は閉館時間
を通常より１時間３０分延ばしている。イベント参加費を無料で運
営している。

○利用者からの問い合わせを集計し、顧客のニーズを把握すると
ともに、今後の事業等に反映できるよう努めた。

○昨年は、個人情報を施錠できる場所に保管できていなかった
が、今年度は施錠できる場所に保管されていた。（電子データは
無し）

○指導員の意見を参考に新しい視点を取り入れたり、また、同名
の事業においても、学ぶポイントを変更するなどして、リピーター
にも魅力ある事業となるよう努めた。

○事業開催後のアンケートやホームページ等による意見・問い合
わせをもとに、利用者の意見把握、今後のイベント等の充実に努
めた。

　○開館時間、休館日、利用料金等

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○個人情報保護、情報公開

　○利用者意見の把握・対応

〔収入支出の状況〕 2

○常勤職員が産休に入った為、人件費の支出に乖離が見られた。

○大山観光局職員に対して歴史館運営管理に関する人件費支出があ
り、昨年に引続き、その内容に歴史館固有の業務として認めがたいもの
があったため、改善指導を行った。

〔職員の配置〕 3 ○適正な人員配置がなされている。

〔会計事務の状況〕

3
○利用料金なし。

○協定書に示された規程全てが整備され、規定に則って処理が行われ
ている。

　○不適正事案や事故等の有無

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

3 ○おおむね、協定書に沿って適切に管理運営が行われている。

〔関係法令の遵守状況〕

2
○行政指導等の事例なし。

○一般健康診断が適切に実施されていなかったため、改善指導を行っ
た。

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

　 ・その他の法令

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

〔県の施策への協力〕
3 ○昨年に引き続き、障がい者就労施設へ清掃委託を発注。

　○障がい者就労施設への発注

総　　　　括



　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。
　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。
　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。
　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。
　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。


